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アリはどうして

ちい

小さいの 

●アリは
おお

大きくなれない 

 アリは、いちばん
おお

大きい
しゅるい

種類のクロオオアリなどでも、１３ミリメートルくらいです。
ちい

小

さい
しゅるい

種類になると、
からだぜんたい

体全体の
なが

長さが、２ミリメートルにもならないくらいのものもいま
 

す。

 アリは、こん
ちゅう

虫の
な か ま

仲間です。アリの
からだ

体には、
せ ぼ ね

背骨はありません。
からだ

体の
そとがわ

外側をおおう
ひ

皮ふ

のかわりをしている
ぶ ぶ ん

部分が、かたくて
ほね

骨の
や く め

役目をかねています。こういうつくりの
い

生き
もの

物は、

あまり
からだ

体を
おお

大きくすることができません。
さかな

魚やトカゲ、イヌなどのように、
からだ

体の
なか

中に
ほね

骨が

ないと、
たいじゅう

体重をささえて
うご

動き
まわ

回ることができないのです。 

●
おお

大きくなれば、
からだ

体をささえるしくみがいる 

 たとえば、うすい
かみ

紙で
つく

作った
はこ

箱に
みず

水を
い

入れると、
はこ

箱が
ちい

小さいうちはいいのですが、
はこ

箱が
おお

大

きくなって、
なか

中の
みず

水の
りょう

量がふえると、
おも

重さをささえきれなくて、ふにゃっと
ま

曲がってしま

います。
あつ

厚いがっちりした
かみ

紙なら、
すこ

少し
おお

大きくなってもささえられます。カブトムシなどは、

がっちりしたよろいのような
かわ

皮で、
からだ

体をつつんでいますから、あそこまで
おお

大きくなれるの

です。でも、あまり
おお

大きくなると、
からだ

体をささえる
て

手
あし

足にも、
きんにく

筋肉や
ほね

骨が
ひつよう

必要になってきま

すから、
とくべつ

特別、でっかいカブトムシというものも、いません。 

●
ちい

小さいと
べ ん り

便利なことも
おお

多い 

 アリは
ちい

小さいために、
た

食べ
もの

物が
すく

少なくてすむとか、
つち

土の
なか

中で
す

巣を
つく

作るのも
ちい

小さいトンネル

ですむ、
たまご

卵から
おや

親になるまでの
ひ

日にちが
みじか

短いなど、
い

生きていくのに
べ ん り

便利なことも
おお

多いので
 

す。（監修・中山 周平） 

 

 

 


